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事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 消防に関する施設：消防団器具置場建設

補 助 事 業 者 名 柏市長

実 施 場 所 柏市塚崎字金田１５４番，１５５番３

補助事業の成果の目標

　柏市消防団については，１団本部５方面４２分団で構成されており，定員６３１人（実員５
７７人）で構成されている。
　方面及び分団については，それぞれ受持区域を管轄しており，地域に根付いた活動を
展開している。
　柏市消防団第４方面第４分団器具置場については，昭和６１年１２月に建設され，柏市
公共施設等総合管理計画「個別施設再編方針」の中で，第４期（２０４６～２０５５年）で移
転・建替が計画されていたところである。
　しかしながら，用地について民間からの借地であったため，地権者の用地返還要望によ
り，令和元年度に解体し，地権者へ返還したことから現在は未整備である。
　消防団器具置場は地域防災力の中核として活動する消防団の重要な活動拠点である
ことから，火災や大規模災害などの有事の際の防災力の強化を図る。
【参考指標】（令和２年中）
  火災件数：74件（市内）
　出動件数：30回（火災3回，特別警戒2回，訓練4回，器具点検12回，その他9回）
  出動人員：139人（火災13人，特別警戒25人，訓練23人，器具点検60人，その他18人）
　※令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響で件数，人員共に減少しています。

補 助 事 業 の 内 容 　　消防団器具置場建設

補助事業の始期及び終期 令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
  消防団器具置場を整備したことで、火災や大規模災害などの有事の際に地域防災力
の充実・強化が図られ、災害を最小限に抑えることが可能な安心安全な生活環境を整備
することができた。
   また、消防団員を通じて町内会長等30人にアンケートを行った結果，地域の防災力向
上につながるという回答も多く防災力の充実は図られらと考えられる。

〔地域住民への周知の実施状況〕
　防衛省の交付金を活用し整備した旨を
①建物の道路に面した位置に「令和3年度防衛省交付金事業」と記載した表示板を掲
　 示した。
②アンケート様式に交付金を活用した旨を記載し実施した。
③工事完了後、柏市のホームページに掲載した。

事業の改善措置及び今後
の対応

無

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無


